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Ⅰ 文化財関係事業実施状況

１ 基本方針

町の特徴を際立たせる多くの文化財を保護し、活用を図るとともに、未来に継承するため文化財愛護の機運

向上に努める。

２ 施策の重点

(1)文化財の調査・保護

①重要な文化財を保護するため、調査を行い、必要に応じて指定する。

②無形民俗文化財の伝承活動や後継者育成のために、指定を進めるほか、児童生徒による伝承活動の支援

と発表の場のさらなる創出を行う。

(2)重要文化財旧朴舘家住宅の保存修理とまちづくり

①旧朴舘家住宅の将来にわたる保存のために、適切に修理を行い、そして、住宅を活用したまちづくりへ

繋げるために、地域住民等との連携を図り、活用策を検討する。

(3)文化財愛護の機運向上

①郷土の歴史に対する理解と文化財愛護の気運を高めるため、歴史文化に触れる機会を提供するとともに、

地域の文化財を保護するための活動を奨励する。

３ 事業実施状況

(1)文化財の調査・保護

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

１．文化財指定候補物
　　件の調査

○期日 年間
○内容 町内に所在する文化財のうち優れたものについて調査を

行い、必要に応じて指定し、保護を図る
①火行ミズバショウ

―

２．町内遺跡発掘調査 ○期日 付参照 ○内容 町内遺跡の開発に伴う発掘調査 ―

３．指定文化財等の保
護

○期日 ①９月１日～９月
指定文化財の維持管理

10 日 ②随時
○内容

①町指定有形文化財「木造阿弥陀三尊立像」くん蒸作業
②文化財パトロール

―

４．文化財調査専門委
員会

○期日 ①10 月 22 日 ②３月 29 日
○場所 ①旧小鳥谷中学校 ②一戸町町民文化センター
○内容 町文化財指定に係る諮問および文化財の調査、保護、活

用について協議

①委員６名
職員５名

②委員６名
職員５名

５．二戸地区文化財調
査委員等連絡協議
会（共）

○期日 ①６月 14 日 理事会 ②７月 総会
③９月 １日 研修会

○場所 ①二戸地区合同庁舎 ②書面決議 ③中止
○内容 二戸管内の文化財調査委員の情報交換と専門的な知識・

技術の取得・向上を図る

①理事２名
職員１名

②―
③―

６．神楽公開
○期日 中止
○内容 国指定重要文化財旧朴舘家住宅で町内に伝わる郷土芸能

を披露
―

７．権現様パレード
○期日 中止
○内容 一戸まつり期間に実施し郷土芸能の普及啓発を図る

―

８．第 43 回一戸町郷土
芸能祭

○期日 11 月 21 日 ○場所 一戸町コミュニティセンター
○内容 郷土芸能を継承するため発表の機会を設け、地域住民に

理解を深めてもらうとともに、伝承者の技術向上を図る
121 名
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付．第 43 回一戸町郷土芸能祭

付．開発に伴う遺跡有無確認調査一覧

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

９．一戸町郷土芸能保
存協議会への活動
支援

○期日 ①５月28日 第１回役員会 ②８月21日 第２回役員会
③10月20日 第３回役員会

○場所 ①、②、③ 一戸町町民文化センター
○内容 郷土芸能団体の交流・親睦を図り、各種事業を実施し、

郷土芸能の活性化と後継者育成に努める

①役員 ８名
事務局１名

②役員 ９名
事務局１名

③役員 ８名
事務局１名

10．無形民俗文化財保
存事業

○期日 年間
○内容 各地域に伝わる無形民俗文化財を後世に継承するため、

各団体に補助金を交付
７団体

番 号 演 目 郷 土 芸 能 出 演 団 体

１ 権現舞 高屋敷神楽 高屋敷神楽保存会

２ 鳥舞 田中新山社神楽 田中新山社神楽保存会

３ 虎の口
中山神楽 中山神楽保存会

４ 三本荒神

５ 盆舞 小友神楽 小友神楽保存会

６ 小鳥谷七ツ踊り 小鳥谷七ツ踊り 小鳥谷七ツ踊り保存会

７ 虎ノ口
女鹿神楽 女鹿神楽保存会

８ 三番叟

９ 三本剣 高屋敷神楽 高屋敷神楽保存会

10 根反鹿踊り 根反鹿踊り 根反鹿踊り保存会

番 号 調 査 実 施 日 開 発 事 由 場 所 内 容

１ ４月13日～23日 貯木場 一戸町岩舘 試掘調査

２ ５月10日 個人住宅 一戸町一戸 試掘調査

３ ５月24日 通信機器設備設置 一戸町小友 試掘調査

４ ６月10日 個人住宅 一戸町楢山 試掘調査

５ ９月２日 太陽光発電パネル 一戸町小繋 試掘調査

６ ９月15日 個人住宅 一戸町高善寺 工事立会

７ ９月15日 個人住宅 一戸町出ル町 工事立会

８ 10月１日 個人住宅 一戸町一戸 工事立会

９ 10月26日 個人住宅 一戸町中山 工事立会

10 11月29日 携帯電話基地局 一戸町宇別 試掘調査

11 ３月９日 個人住宅、浄化槽 一戸町一戸 試掘調査

12 ３月29日 農業用倉庫 一戸町中山 試掘調査
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(2)重要文化財旧朴舘家住宅の保存修理とまちづくり

(3)文化財愛護の機運向上

(4)文化財行政推進体制

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

１．旧朴舘家住宅保存
修理事業

○期日 ①12月２日 第１回委員会
②３月17日 第２回委員会

○場所 ①、②一戸町町民文化エンター
○内容 旧朴舘家住宅の保存修理に向けて委員会運営及び保存修

理事業計画の検討を行う

①委員 ８名
オブサーバー

１名
事務局 ３名

②委員 ８名
オブサーバー

１名
計画策定業務受託者

１名
事務局 ３名

２．朴舘家住宅保存会
への活動支援

○期日 ６月 11 日 総会
○内容 住宅の保存活動を行う団体の活動を支援する

会員 11 名

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

１．文化財普及活動

○期日 ①２月 25 日 ②年 12 回 ③随時
○内容

①文化財マップの作成 ②広報いちのへ掲載
③ホームページ更新

さまざまな広報手段を活用し文化財を周知する
―

２．地域住民との連携

○期日 年間
○内容 地域住民やボランティア団体と連携し、文化財の保護活

動を行う
①国指定史跡奥州街道
②国指定根反大珪化木
③国指定藤島のフジ
④国指定旧朴舘家住宅
⑤町指定姉帯城跡

①越田橋町内
会、八幡町
町内会、小
性堂町内会、
高屋敷町内
会

②根反地区婦
人会

③藤島のフジ
を守る会

④朴舘家住宅
保存会、
駒木町内会

⑤姉帯地区住
民

３．奥州街道ウォーク
等への協力

○期日 ①中止（ＩＧＲ） ②10 月 27 日
○場所 ①― ②沼宮内公民館
○内容 各団体の実施する奥州街道ウォーク等への協力など

①―
②26 名

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

１．二戸地区文化財担
当者会議（共）

○期日 11 月 18 日 ○場所 二戸歴史民俗資料館
二戸市立中央公民館

○内容 文化財行政の具体的推進について協議し、事業の効果的
推進を図る

職員２名

２．岩手県史跡整備市
町村協議会

○期日 ①６月 総会 ②11 月９日、10 日 研修会
○場所 ①書面開催 ②奥州市役所江刺総合支所、胆沢城跡歴史

公園、奥州市埋蔵文化財調査センター
○内容 史跡整備の研究と行政的課題について協議

①―
②職員１名

３．全国史跡整備市町
村協議会東北地区
協議会

○期日 10 月 総会 ○場所 書面開催
○内容 史跡整備の研究と行政的課題について協議

―

４．全国史跡整備市町
村協議会

○期日 10 月６日 大会 ○場所 オンライン
○内容 史跡整備の研究と行政的課題について協議

職員１名
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高屋敷神楽「権現舞」

田中新山社神楽「烏舞」

中山神楽「虎の口」 小友神楽「盆舞」 女鹿神楽「虎の口」

小鳥谷七ツ踊り「小鳥谷七ツ踊り」 根反鹿踊り「根反鹿踊り」

第 43 回一戸町郷土芸能祭 ポスター
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Ⅱ 世界遺産登録推進室事業実施状況

１ 基本方針

世界遺産暫定リスト一覧表に記載された「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構成資産である御所野遺跡の調

査を実施して登録に向けた資料の整備と環境整備や啓蒙活動を推進する。

２ 施策の重点

(1)縄文遺跡群世界遺産登録推進会議での登録へ向けた活動

①縄文遺跡群世界遺産登録推進会議、専門家委員会、担当者会議での活動。

(2)世界遺産登録のための調査研究

①御所野遺跡の内容を明らかにしていくための調査研究活動を進める。

②御所野遺跡普遍的価値証明のための既往の調査成果の整理を行う。

(3)世界遺産登録に向けた普及活動

①「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録に向けた地元住民への周知事業の実施。

②御所野遺跡世界遺産登録推進協議会と連携した事業等の推進。

③岩手県及び岩手県教育委員会と連携し、登録に向けた岩手県内外への宣伝活動。

３ 事業実施状況

(1)世界遺産登録に向けた取組

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

１．縄文遺跡群世界遺

産登録推進会議

（４道県）

○期日 ①９月６日 ②10 月 29 日 ③３月 25 日

○場所 ①、②オンライン　③青森市

○内容 北海道・北東北の４道県と構成資産を持つ 14 市町の担当

課長で構成される会議

①職員３名

②職員３名

③職員１名

２．縄文遺跡群世界遺

産登録推進担当者

会議（４道県）

○期日 必要に応じて開催

○内容 推進会議のほか、さらに具体的な協議や検討が必要な場

合に開催

―

３．縄文遺跡群世界遺

産保存活用連絡会

議（４道県）

○期日 ２月 16 日 ○場所 オンライン

○内容 縄文遺跡群の構成資産及び緩衝地帯の保存管理を行うた

めの連絡会議

職員１名

４．岩手県世界遺産保

存活用推進協議会

（県）

○期日 年１回 ○場所 ―

○内容 「平泉文化遺産」及び岩手県内の縄文遺跡群（御所野遺

跡）の保存活用推進のための協議

書面開催

書面開催

５．岩手県世界遺産保

存活用推進協議会

縄文保存活用検討

部会（県）

○期日 年１回 ○場所 ―

○内容 岩手県内の縄文遺跡群（御所野遺跡）の保存活用推進に

向けた協議
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事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

６．御所野遺跡世界遺

産登録推進協議会

○期日 ①総会 書面決議

②役員会 11 月８日、12 月３日、３月８日

③世界遺産講演会 中止

④会員研修 ３月 13 日

⑤御所野遺跡世界遺産登録記念式典・祝賀会 12 月 11 日

○場所 ①－

②一戸町町民文化センター

③－

④アートホテル盛岡

⑤一戸町コミュニティセンター

①―

②

11/8役員 12名

事務局 １名

12/3役員 11名

事務局 １名

3/8役員 11名

事務局 １名

③―

④35名

⑤式典 111名

祝賀会 93名

７．国内フォーラム

（４道県）

○期日 ３月 30 日 ○場所 オンライン配信

○内容 縄文遺跡群の学術的価値の浸透を図るフォーラム
ＰＲ動画を提供

８．「北海道・北東北の

縄文遺跡群」世界

遺産登録記念フォ

ーラム

○期日 ３月 13 日 ○場所 アートホテル盛岡

○内容 ①講演「縄文里山、そのみごとな循環型生態系」

東京大学　名誉教授 辻誠一郞氏

②報告「北緯 40 度 海辺のムラの縄文人のくらし」

公益財団法人岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センター 星雅之氏

「崎山貝塚の取組や御所野遺跡との連携について」

宮古市教育委員会 長谷川真氏

「御所野遺跡における縄文里山づくりについて」

御所野縄文博物館 鈴木雪野氏

「御所野縄文カレンダーについて」

御所野縄文博物館 峠友香氏

「御所野遺跡の世界遺産登録までの歩み」

一戸町教育委員会 菅野紀子

150 名

９．御所野遺跡世界遺

産登録地域連携フ

ォーラム（共）

○期日 １月 22 日 ○場所 一戸町コミュニティセンター

○内容 御所野遺跡の価値を発信し、岩手県における３つの世界

遺産の保護や活動などについて考えるフォーラム（岩手

大学と共催）

講演①「平泉町世界遺産登録から 10 年の取組みと課題」

平泉町観光商工課　課長 八重樫忠郎氏

講演②「釜石市橋野鉄鉱山の取組みと課題」

釜石市世界遺産課　課長補佐 森一欽氏

講演③「みんなが主役！地域と取り組む御所野遺跡」

一戸町教育委員会 菅野紀子

100 名

10．４道県共通ロゴマ

ーク活用事業

（４道県）

○期日 年間

○内容 共通ロゴマークを活用したＰＲグッズなどの活用 ―

11．４道県共通ホーム

ページの活用事業

（４道県）

○期日 年間

○内容 縄文遺跡群を国内外へ発信するための共通ホームページ

の活用

―
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事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

12．企画展「縄文ムラの

原風景」

○期日 ①横浜会場 ４月 10 日～６月 27 日

②千葉会場 ５月 18 日～６月 27 日

○場所 ①横浜市歴史博物館 ②千葉市生涯学習センター

○内容 ①御所野遺跡を紹介する展示会

・関連展示

世界遺産パネル展

御所野のあゆみパネル展

・関連事業

講演会

日時：５月 16 日（日）

会場：横浜市歴史博物館 講堂

「世界遺産候補 御所野遺跡のあゆみ」

一戸町教育委員会 菅野紀子（オンライン）

「縄文ムラの原風景

－縄文遺跡群の世界遺産登録について－」

御所野縄文博物館　館長 高田和徳氏

日時：５月 30 日（日）

会場：横浜市歴史博物館 講堂

「縄文時代から続く北の編み組み」

明治大学黒耀石研究センター客員研究員

佐々木由香氏

実演 縄文から続く現代の技術

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）

縄文体験ワークショップ
（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）

ギャラリートーク

４月 17 日（土）・18 日（日）、５月 15 日（土）

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）

６月 26 日（土）・27 日（日）

②御所野遺跡を紹介するパネル展

・関連事業

講演会

日時：６月６日（日）

会場：千葉市生涯学習センター ホール

「世界遺産候補 御所野遺跡のあゆみ」

一戸町教育委員会 菅野紀子（オンライン）

「縄文の原風景

－縄文遺跡群の世界遺産登録について」

御所野縄文博物館　館長 高田和徳氏

「御所野遺跡と根反化石林をめぐる生態系史」

東京大学　名誉教授 辻誠一郞氏

①7,328 名

②約3,100 名

13．御所野遺跡の調査・

研究

○期日 年間

○内容 既往の調査成果をもとに、遺物の再整理、調査や分析を

行った

―

―
14．縄文時代の植生な

どの実験・研究

○期日 年間

○内容 縄文時代の植生復元や植物利用について東京都立大学や

岡山理科大学などと共同で研究を実施
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(2)御所野遺跡の保存管理

北海道・北東北の縄文遺跡群包括的保存管理計画に基づく経過観察を実施した。構成資産の内外に視点場を

６ヶ所設定し、遺構や構成資産範囲における植生の状況について観察したほか、視点場からみた眺望の定点観

測により、構成資産周辺の開発行為等の動向などを確認した。

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

15．調査成果発表会

○期日 ２月 25 日

○内容 御所野遺跡や町内の文化財の調査研究について対面開催

を中止し、冊子を印刷した

1,000 部

16．御所野遺跡出前講

座の実施

○期日 ①６月９日 ○場所 ①諏訪野公民館

②８月６日 ②花巻市笹間振興センター

③11月９日 ③岩手県立杜陵高等学校

④１月15日 ④崎山貝塚縄文の森ミュージアム

⑤２月13日 ⑤下町公民館

○内容 御所野遺跡の価値や世界遺産登録推進運動を広く周知す

るための事業

①23 名

②20 名

③47 名

④18 名

⑤15 名

17．世界遺産委員会オ

ンラインビューイ

ング

○期日 ７月 27 日

○内容 第 44 回世界遺産委員会による審議状況 LIVE 配信 ―

18．世界遺産登録記念

事業

○期日 ①７月 28 日 ②12 月 11 日 ③７月 29 日

④８月 31 日 ⑤１月 20 日

○場所 ①一戸町体育館 ②一戸町コミュニティセンター

③町内全戸配布 ④各町内会等に配布 ⑤－

○内容

②世界遺産登録記念式典・祝賀会

③世界遺産登録記念誌発行

④世界遺産登録記念ポスター作成

⑤世界遺産登録記念・御所野遺跡総合パンフレット作成

①世界遺産登録記念行事

①180 名

②150 名

③6,000 部

④1,000 部

⑤1,000 部

視点場位置図

0 200m0 200m
資産範囲

● ●

●

●
●

●

No.1

No.6

No.2
No.3 No.4

No.5
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横浜会場 チラシ（表） 横浜会場 チラシ（裏）

展示風景 展示風景

見学風景 見学風景
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千葉会場 チラシ（表） 千葉会場 チラシ（裏）

展示風景 展示風景

見学風景 講演会風景
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Ⅲ 御所野縄文博物館事業実施状況

１ 基本方針

国指定史跡「御所野遺跡」を保存するとともに、調査研究・資料収集・教育普及などの諸活動を推進する。

２ 施策の重点

(1)学芸活動の充実

①調査研究活動

・調査研究活動の一層の充実を図り、その成果による新しい情報を提供する。

②資料の収集・整理

・資料の収集を図るとともに整理データベースへの登録を進め活用を図る。

③教育普及活動

・魅力ある常設展示を行うとともに、多様な資料の鑑賞の機会の充実に努める。

・体験学習活動を実施し、資料に触れる機会の提供とものづくりの楽しさを伝える。

(2)公園ボランティアとの連携

・御所野遺跡を支える会、御所野発掘友の会、自然と歴史の会、一戸南小学校御所野愛護少年団など、

公園で活動するボランティアとの連携を図り、地域住民と一体となった公園づくりを推進する。

・ボランティア会員の拡充、新たなボランティアグループの育成。

３ 施設概要

(1)施設の名称と位置

・名称：御所野縄文博物館

・住所：岩手県二戸郡一戸町岩舘字御所野２

・指定管理者：いちのへ文化・芸術ＮＰＯ（令和３年度～令和５年度）

(2)施設の概要

・構造：鉄筋コンクリート造（一部プレキャストコンクリート造）

・規模：建築面積 1,719.0 ㎡

延床面積 2,637.2 ㎡（１階 1,476.00 ㎡、２階 992.88 ㎡、屋根裏 168.27 ㎡）

・建築設計：株式会社環境デザイン研究所

・建築工事：株式会社田中建設・株式会社一戸建設特別共同企業体

・展示設計：株式会社環境デザイン研究所

・展示施工：株式会社丹青社

(3)主要施設・面積

埋蔵文化財センター 地域拠点整備事業 共有部分

機 能 面 積 (㎡ ) 機 能 面 積 (㎡ ) 機 能 面 積 (㎡ )

収蔵 251.10 体験学習 68.30 機械室 15.10

調査・研究 158.60 展示 685.80

合計 351.80管理 75.00 その他 283.99

その他 336.70

学習 273.40 共有部分 155.80

その他 547.25 合計 1193.89

共有部分 196.00

合計 1501.35
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４ 事業実施状況

(1)未来へ伝えていくための取組

１階 ２階

(2)御所野縄文公園の活用

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

１．御所野遺跡保存整

備事業

○期日 年間

○内容 ①縄文時代の植生復元整備

②史跡再整備（排水路修理工事、園路舗装修繕工事）

③第 1 駐車場舗装修繕工事、歩行者用階段設置工事

―

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

１．てづくりプログラ

ム（指定管理者）

○期日 年間

○内容 組みひも、お守り、土器、土笛、アクセサリー作り等の

縄文体験

のべ 1,086 名

２．縄文体感プログラ

ム（指定管理者）

○期日 ①クルミの樹皮でコースターをつくる ５月９日

②シナノキまるごと体験 ７月４日、８月 22 日、９月５日

③ドキドキ考古学者体験 ７月 24 日、11 月３日

④カラムシの繊維でコースターをつくる ８月１日

⑤ストールの自然染め～くりかっちゃ～ 10月９日、10日

⑥縄文の星空を体験しよう 10 月 16 日

⑦葉っぱアートづくり 10 月 31 日

⑧藍染めカレンダーづくり 11 月 13 日、14 日

⑨正月飾りをつくる 12 月 19 日

⑩小指組紐でアクセサリーをつくる １月 23 日

⑪冬の縄文公園を歩いてみよう ２月５日

①３名

②７/４ ３名

８/22 中止

９/５ 中止

③７/24 中止

11/３ ３名

④４名

⑤中止

⑥15 名

⑦中止

⑧３名

⑨12 名

⑩１名

⑪中止

平面図
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(3)新たな交流の創出

(4)ボランティア活動支援

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

３．御所野縄文 WeeeeKs

（共）

○期日 ①ＩＢＣラジオイベント 10月２日

②世界遺産登録記念灯籠点灯 10月３日～10月30日

③おいでよ縄文の森 10月16日

④世界遺産登録記念ハッピーウォーク2021 10月16日

⑤御所野愛護少年団ガイドデビュー 10月16日

⑥縄文の星空を体験しよう 10月16日

⑦ＪＯＭＯＮ花火カウントダウン 10月17日

⑧ＪＯＭＯＮ花火 10月17日

⑨御所野愛護少年団ガイド研修会案内 10月22日

⑩縄文給食の日 10月27日

⑪縄文リレーマラソン2021 10月31日

⑫浄法寺漆×御所野縄文ツアー 10月31日

⑬世界遺産登録記念縄文の里　音楽会 11月３日

⑭考古学者体験 11月３日

⑮秋のクリーンデー 11月６日

⑯世界遺産登録記念郷土芸能演舞 11月６日

⑰浄法寺漆×御所野縄文ワークショップ 11月６日

⑱映画上映会 11月７日

①96 名

②－

③０名

④40 名

⑤72 名

⑥15 名

⑦50 名

⑧339 名

⑨41 名

⑩742 名

⑪350 名

⑫16 名

⑬250 名

⑭３名

⑮231 名

⑯231 名

⑰255 名

⑱100 名

４．御所野縄文キャン

プスクール

○期日 ９月 18～19 日

○内容 有識者で構成する委員会においてプログラム内容を検討

し、１泊２日の日程で募集したが、中止となった

―

５．ミュージアムショ

ップリニューアル

事業

○期日 11 月 29 日～３月 31 日

①座談会 ②第１回検討会 ③第２回検討会

④プレオープン

○場所 ①、④御所野縄文博物館 ②、③一戸町役場

○内容 ショップ什器の入替、ロゴマークの作成、オリジナルグ

ッズのリパッケージ、商品取扱基準の見直しなどを行っ

た

―

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

１．広域連携事業

○期日 年間

○内容 縄文遺跡群登録推進本部、二戸地域振興センター等と連

携してスタンプラリー、パンフレット作成など各種事業

を実施した

―

２．広報宣伝活動
○期日 年間

○内容 広報いちのへでの情報発信、各種パンフレット作成
―

３．ＳＮＳ情報発信

（指定管理者）

○期日 年間

○内容 HP、Twitter、instagram を活用し、情報をリアルタイム

に発信

―

事 業 名 実 施 状 況 参加人数等

１．ボランティア活動

支援

（指定管理者）

○期日 年間

○内容 遺跡ガイドや清掃活動など、御所野遺跡で活動するボラ

ンティアの支援を行った。予定していた研修会は中止と

なった

―

２．クリーンデー

（指定管理者）

○期日 ①４月 24 日 ②11 月６日 ○場所 御所野縄文公園

○内容 御所野遺跡の関係団体のほか婦人会、老人クラブ、地元

の公民館、一般町民が参加し、公園の清掃活動を通じて

文化財愛護思想普及を図る

①150 名

②231 名
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カラムシの繊維でコースターをつくる 土器づくり

御所野縄文キャンプスクール検討会 ミュージアムショップリニューアル事業に係る座談会

御所野遺跡を支える会 ガイド風景 自然と歴史の会 一里塚刈り払い

秋のクリーンデー 秋のクリーンデー
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縄文 WeeeeKs チラシ（表） 縄文 WeeeeKs チラシ（裏）

ＩＢＣラジオイベント 御所野愛護少年団によるガイド

縄文リレーマラソン2021 浄法寺漆×御所野縄文ワークショップ



− 16 −

５ 入場者数

(1)年度毎の入場者数

年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度
区分 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室
４月 4,725 3,721 2,925 807 2,693 656 2,210 509 1,536 505 1,451 435
５月 11,489 7,885 7,392 2,236 10,640 2,070 7,734 1,236 5,629 1,191 3,973 1,025
６月 4,917 3,046 4,170 1,536 3,496 1,373 2,706 789 2,992 669 3,333 853
７月 9,064 7,070 8,093 3,657 6,344 1,929 4,456 1,137 2,525 961 3,123 1,749
８月 7,071 3,606 6,864 2,886 5,349 2,010 5,629 1,230 3,693 1,351 3,864 1,576
９月 5,848 3,465 6,684 3,529 4,594 1,372 3,967 1,212 3,829 959 3,289 981
10月 4,696 2,619 4,790 1,771 3,376 1,271 4,624 1,225 2,937 893 3,274 753
11月 2,951 2,002 3,716 1,184 2,235 626 2,384 829 1,562 498 2,106 631
12月 1,088 488 1,099 269 1,183 321 853 80 720 99 732 477
１月 852 232 1,296 254 1,412 80 942 86 811 116 474 39
２月 1,052 446 1,501 316 1,319 120 1,185 50 950 111 971 63
３月 1,239 481 1,725 476 1,233 240 1,070 187 825 151 947 162
合計 54,992 35,061 50,255 18,921 43,874 12,068 37,760 8,570 28,009 7,504 27,537 8,744
年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度
区分 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室
４月 1,952 377 1,783 463 1,446 301 1,359 162 2,011 544 1,715 391
５月 4,222 708 4,320 1,135 4,258 798 2,622 492 3,832 644 3,611 839
６月 2,378 488 2,891 684 3,070 714 3,010 531 2,811 441 3,152 618
７月 2,083 709 2,278 675 3,008 930 2,249 405 2,113 647 2,872 983
８月 2,724 862 3,197 996 3,200 802 2,508 712 2,907 682 3,006 815
９月 2,539 584 3,585 962 2,180 605 2,011 404 2,156 455 2,628 851
10月 2,556 759 2,643 980 2,682 633 2,436 651 3,729 902 4,945 579
11月 1,323 315 1,215 369 1,565 443 1,376 370 1,445 453 1,884 449
12月 644 117 745 105 729 66 794 110 719 38 853 132
１月 574 37 674 90 833 34 591 41 750 37 811
２月 722 88 737 96 626 46 777 59 827 78 769
３月 1,005 279 858 157 443 16 923 75 1,092 163 1,079
合計 22,722 5,323 24,926 6,712 24,040 5,388 20,656 4,012 24,392 5,084 27,325 5,657
年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年/令和元年
区分 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室 施設全体 有料展示室
４月 2,542 490 2,025 417 1,855 339 1,827 404 1,836 474 1,869 639
５月 5,220 1,756 4,044 1,022 3,759 801 4,834 870 3,798 935 3,462 1,398
６月 3,259 1,000 1,710 520 1,954 668 2,818 977 2,421 674 2,173 945
７月 2,665 891 2,235 665 2,269 816 2,487 894 2,515 887 2,624 1,006
８月 3,319 1,354 3,080 1,141 2,591 994 3,279 1,063 2,848 1,081 3,001 1,429
９月 3,013 933 2,519 834 2,573 679 2,287 616 2,592 821 2,703 1,225
10月 5,426 1,384 2,668 1,097 2,440 896 3,202 926 2,417 949 2,184 767
11月 1,858 681 2,135 630 1,411 406 1,509 409 1,767 681 1,984 891
12月 777 140 804 130 980 276 626 88 636 141 560 196
１月 548 38 727 154 600 79 606 73 526 86 590 113
２月 882 59 624 72 880 96 965 110 637 171 874 159
３月 1,180 160 1,083 205 1,104 170 1,175 169 859 275 1,048 294
合計 30,689 8,886 23,654 6,887 22,416 6,220 25,615 6,599 22,852 7,175 23,072 9,062
年度 令和２年度
区分 施設全体 有料展示室
４月 507 98
５月 1,032 218
６月 1,582 494
７月 2,145 705
８月 2,194 830
９月 3,125 1,301
10月 2,992 1,284
11月 3,033 1,018
12月 888 0
１月 777 0
２月 668 0
３月 646 137
合計 19,589 6,085
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(2)令和３年度月別入場者数

月
有料展示室入場者数

小計
一 般

一 般
(団体)

一 般
(割引)

大学 生
大学 生
(団体)

大学 生
(割引)

高校 生 小･中学生 無 料

４月 224 25 84 4 0 2 2 189 52 582
５月 648 48 407 17 0 1 13 145 30 1,309
６月 682 20 391 6 0 1 3 282 58 1,443
７月 1,191 311 244 11 18 2 42 461 86 2,366
８月 1,233 53 96 21 1 1 21 319 29 1,774
９月 637 0 186 6 0 2 9 597 73 1,510
10月 1,842 413 0 36 0 0 19 768 238 3,316
11月 1,570 429 0 38 0 0 26 492 140 2,695
12月 347 0 0 7 0 0 94 25 59 532
１月 91 0 0 11 0 0 3 13 4 122
２月 141 0 0 10 0 0 2 20 10 183
３月 277 0 0 15 0 0 10 50 18 370
合計 8,883 1,299 1,408 182 19 9 244 3,361 797 16,202
月 開館日数 館内施設利用(会議室等) 博物館入場者計 公園入場者計

４月 26 14 582 1,740
５月 26 0 1,309 2,864
６月 26 41 1,443 3,555
７月 27 267 2,366 4,610
８月 13 62 1,774 2,987
９月 10 211 1,510 2,992
10月 27 226 3,316 5,821
11月 23 207 2,695 4,495
12月 17 154 532 1,040
１月 24 0 122 592
２月 23 12 183 640
３月 26 0 370 1,090
合計 268 1,194 16,202 32,426

(3)学校利用状況

①修学旅行

月 日 学 校 名 内 容 人数 月 日 学 校 名 内 容 人数

４月16日 千歳市立富丘中学校 見学 142 10月22日 盛岡市立乙部中学校 見学 68

５月19日 盛岡市立都南東小学校 見学 27 10月27日 田野畑村立田野畑中学校 見学 28

６月23日 矢巾町立不動小学校 見学 35 10月27日 花巻市立南城中学校 見学 66

７月８日 北上市立飯豊中学校 見学 90 10月29日 奥州市立玉里小学校 見学 10

９月１日 北上市立北上中学校 見学 186 11月２日 花巻市立湯本中学校 見学 32

９月８日 滝沢市立柳沢中学校 見学 6 11月12日 滝沢市立滝沢中央小学校 見学 105

９月30日 北上市立和賀西中学校 見学 24 11月19日 盛岡市立本宮小学校 見学 113

９月30日 北上市立北上北中学校 見学 39 11月24日 岩手県立前沢明峰支援学校高等部 見学 24

10月５日 花巻市立東和中学校 見学 64 12月１日 岩手県立宮古恵風支援学校高等部 見学 7

10月５日 花巻市立西南中学校 見学 44 12月３日 岩手県立盛岡北高等学校 見学 54

10月８日 盛岡市立津志田小学校 見学 143 12月３日 岩手県立雫石高等学校 見学 20

10月20日 盛岡市立大新小学校 見学・体験 103

②学習活動

月 日 学 校 名 学 年 内 容 人数 月 日 学 校 名 学 年 内 容 人数

４月９日 一戸町立一戸中学校 ― 出張体験 4

６月２日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
５年生 見学 16４月28日 岩手県立一戸高等学校 ２年生 見学 7

６月９日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
５年生 調査活動 16５月７日

一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
６年生 体験 15

６月９日 一戸町立一戸南小学校
１年生

２年生
見学 21５月７日

一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
３年生 見学 14

６月９日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
３年生 調査活動 14５月26日

一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
５年生 見学 16

５月28日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
全校 清掃 83 ６月10日 八幡平市立平舘小学校 ６年生

見学

体験
16

６月１日 一戸町立奥中山小学校
３年生

４年生

見学

体験
38 ６月10日 一戸町立一戸小学校 ３年生 体験 37

６月２日 一戸町立奥中山小学校 ５年生
見学
体験

18
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月 日 学 校 名 学 年 内 容 人数 月 日 学 校 名 学 年 内 容 人数

６月11日 九戸村立江刺家小学校
１年生

２年生

見学

体験
11

９月３日 一戸町立一戸小学校 全校
清掃

見学
200

６月13日 一戸町立一戸中学校 ― 体験 4

９月10日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
５年生 調査活動 16

６月16日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
６年生 ガイド練習 16

９月10日 一戸町立一戸小学校 ３年生 見学 37

６月17日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
３年生 調査活動 14

９月17日 一戸町立一戸小学校 ３年生 見学 37

６月18日 一戸町立鳥海小学校 ２年生
見学

体験
6

９月28日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
６年生 調査活動 1

10月14日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
全校 清掃 83

6

６月23日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
４年生 調査活動 16

９月29日 二戸市立福岡中学校 ２年生
講話
見学

140

６月29日 南部町立南部小学校 ６年生
見学

体験
12

10月７日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）

５年生

６年生
調査活動 32

６月30日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
３年生 見学 14

10月10日 埼玉県立熊谷高等学校 ― 見学 11

７月２日
一戸町立一戸小学校

普代村立普代小学校
５年生

見学

交流会
43

10月12日 二戸市立中央小学校 １年生 見学 33

７月８日

岩手県立盛岡みたけ支

援学校 二戸分教室

小学部

５年生
見学

体験
5 10月19日 一戸町立一戸小学校 ３年生 質問タイム 40

７月12日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）

５年生

６年生
ガイド練習 31 10月22日

岩手県立盛岡視覚支援

学校高等部
― 見学 3

７月14日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）

５年生

６年生
ガイド練習 31 10月27日 二戸市立二戸西小学校

５年生

６年生
見学 4

７月14日

岩手県立盛岡みたけ支

援学校 二戸分教室

小学部

６年生
見学

体験
6 10月27日 一戸町立一戸小学校 １年生 見学 35

７月15日 一戸町立一戸中学校 １年生

講話

見学

清掃

57 10月28日 一戸町立一戸南小学校 １年生 見学 7

７月15日
八戸工業大学第二高校

附属中学校
３年生 見学 39 10月29日 一戸町立奥中山中学校 １年生

見学

体験
25

７月15日 岩手県立一戸高等学校 ２年生 探求授業 15 11月２日 九戸村立九戸中学校 ２年生 見学 36

７月16日 二戸市立金田一小学校 ６年生
見学
体験

25 11月９日 岩手県立杜陵高校 ―
出張講座

出張体験
47

７月20日
岩手県立二戸高等技術

専門学校
― 見学 18 11月10日 一戸町立一戸小学校 ３年生 体験 37

７月20日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
６年生 見学 16 11月14日 雫石町立雫石中学校 家庭部 体験 15

７月21日
学校法人カナン学園

三愛学舎 専攻科
２年生

見学

体験
14 11月17日

一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）

５年生

６年生
ガイド練習 32

７月26日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）

５年生

６年生
ガイド練習 31 11月18日 久慈市立夏井小学校

５年生

６年生
見学 10

７月29日 岩手県立一戸高等学校 ２年生 インターンシップ 5 11月19日 私立岩手中学校 ― 見学 15

８月24日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
５年生 調査活動 15 12月１日 一戸町立一戸中学校 １年生 体験 55

９月１日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
５年生 調査活動 15 12月３日 一戸町立奥中山小学校 ４年生 出張体験 17

９月２日 二戸市立福岡小学校 １年生 見学 40 12月17日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
４年生 出張講話 17

６月11日
一戸町立一戸南小学校

（愛護少年団）
― 講話 61
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６ 縄文体験

(1)有料体験

(2)無料体験

(3)団体対応

体 験 内 容
４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

10

月

11

月

12

月

１

月

２

月

３

月
合 計

手

づ

く

り

プ

ロ

グ

ラ

ム

土器づくり（野焼き：500g） 6 14 11 31

土器づくり（野焼き：１㎏） 2 2

土器づくり（窯焼き：500g） 1 25 4 27 57

土器づくり（窯焼き：１㎏） 55 21 76

土笛づくり 1 7 2 1 29 40

繊維のストラップ 103 1 104

樹皮のストラップ 71 5 2 8 67 12 165

組みひもづくり 3 4 17 25 10 3 62

勾玉づくり 9 13 52 63 16 30 183

クルミの樹皮編み 1 1 2 16 20

麻糸の縄文編み 0

自然の糸の縄文編み 0

お守りづくり 2 17 2 21

ミニオカリナに絵を描く 13 28 41 9 53 2 146

色いろ葉っぱバック 52 17 69

木でつくる森の仲間たち 3 20 23

縄

文

体

感

プ

ロ

グ

ラ

ム

クルミの樹皮でコースターをつくる 3 3

シナノキまるごと体験 3 3

ドキドキ考古学者体験 0 3 3

カラムシの繊維でコースターをつくる 4 4

ストールの自然染め～くりかっちゃ～【中止】 0 0

縄文の星空を体験しよう 15 15

葉っぱアートづくり【中止】 0 0

藍染めカレンダーづくり 3 3

正月飾りをつくる 12 12

小指組み紐でアクセサリーをつくる 1 1

冬の縄文公園を歩いてみよう【中止】 0

そ

の

他

土面づくり 15 15

樹皮はがし 37 37

アカソ染め（ストールまたは手ぬぐい） 14 14

正月飾りづくり 20 20

樹皮でつくるカゴ 1 1

合 計 98 85 196 167 153 0 153 129 114 22 13 0 1,130

月 日 体 験 内 容 人 数 団 体 名 ・ イ ベ ン ト

６月２日 火おこし体験 18 一戸町立奥中山小学校５年生

６月10日 火おこし体験 37 一戸町立一戸小学校３年生

１月15日 火おこし体験 18
ふれあい文化ボランティア養成公開講座

（会場：崎山貝塚縄文の森ミュージアム）

月 日 体 験 内 容 人 数 団 体 名 ・ イ ベ ン ト

５月７日 土面づくり 15 一戸町立一戸南小学校６年生

６月１日
勾玉づくり 21

一戸町立奥中山小学校３・４年生
お守りづくり 17

６月10日
勾玉づくり 16 八幡平市立平舘小学校６年生

樹皮はがし 37 一戸町立一戸小学校３年生

６月11日 勾玉づくり 11 九戸村立江刺家小学校１・２年生

６月13日
樹皮のストラップ 2

一戸町立一戸中学校
勾玉づくり 2

６月18日 組みひもづくり 6 一戸町立鳥海小学校２年生

６月29日 土器づくり（野焼き：500g） 12 南部町立南部小学校６年生

７月２日 勾玉づくり 20 すずらん工房

７月８日 ミニオカリナに絵を描く 5 盛岡市みたけ支援学校二戸分教室小学部５年生

７月10日 色いろ葉っぱバック 9 一戸町子ども会育成連絡協議会

７月14日 色いろ葉っぱバック 6 岩手県立盛岡みたけ支援学校二戸分教室小学部６年生

７月16日 組みひもづくり 25 二戸市立金田一小学校６年生

７月18日 勾玉づくり 25 白鳥坂本地区 15・16 区子ども会

７月21日 色いろ葉っぱバック 14 学校法人カナン学園三愛学舎専攻科２年生
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(4)出張体験

７ 貸出資料一覧

(1)写真資料

月 日 体 験 内 容 人 数 団 体 名 ・ イ ベ ン ト

７月27日 土器づくり（野焼き：500g） 9 一戸町学校教育研究会図工・美術部会

７月30日 勾玉づくり 15 しらかば子供会

８月４日 土笛づくり 19 川口学童保育クラブ

８月８日
土笛づくり 3

苗代沢・小抱地区子ども会
色いろ葉っぱバック 8

10月20日 樹皮のストラップ 103 盛岡市立大新小学校

10月29日 土器づくり（窯焼き：500g） 25 一戸町立奥中山中学校１年生

11月３日 樹皮ストラップ 19 学びの広場 TOMO そとまなび

11月10日 樹皮ストラップ 37 一戸町立一戸小学校３年生（以前樹皮はがしした樹皮を使用）

11月14日 クルミの樹皮編み 15 雫石町立雫石中学校家庭部

11月16日 勾玉づくり 26 大巻産直組合

12月１日 土器づくり（窯焼き：１kg） 55 一戸町立一戸中学校１年生

２月19日 樹皮のストラップ 12 環境アドバイザー・岩手県地球温暖化防止活動推進合同研修会

月 日 体 験 内 容 人 数 団 体 名 ・ イ ベ ン ト 名 会 場

４月３日 樹皮のストラップ 20 東北ＤＣオープニングイベント 盛岡駅・滝の広場

４月９日 樹皮のストラップ 50 一戸町立一戸中学校支援学級 一戸町立一戸中学校

６月30日
アカソ染めストール 11

金田一コミュニティセンター 金田一コミュニティセンター
アカソ染め手ぬぐい 3

７月16日 色いろ葉っぱバック 22
一戸町立奥中山小学校３年生

親子レクリエーション
一戸町立奥中山小学校

８月４日 樹皮ストラップ 8 英語キャンプ 奥中山高原センターハウス

８月６日 ミニオカリナに絵を描く 37 奥中山学童クラブ 奥中山公民館

８月26日 色いろ葉っぱバッグ 7 笑おう会 姉帯地区多目的集会所

10月20日 組みひもづくり 10 どんぐり会 旧楢山へき地保育所

11月９日 樹皮ストラップ 47 岩手県立杜陵高等学校定時制 岩手県立杜陵高等学校

12月３日
土器づくり

（窯焼き：500g）
17 一戸町立奥中山小学校４年生 一戸町立奥中山小学校

12月18日 正月飾りをつくる 20 仲町育成会 八幡平市立大更コミュニティセンター

１月15日

土器づくり

（窯焼き：１kg）
20 一戸子供の家保育園 一戸子供の家保育園

火おこし体験 18 ふれあい文化ボランティア養成公開講座 崎山貝塚縄文の森ミュージアム

No 申 請 者 名 掲 載 先 資 料 名 ・ 点 数 貸 出 期 間

１
八戸市埋蔵文化財センター

是川縄文館

令和３年度是川縄文館考古学

講座「北海道・北東北の縄文遺

跡群と世界遺産 Vol.７」

写真１点

御所野遺跡竪穴建物跡
令和３年４月21日～

２ 株式会社西遊旅行 ホームページ
写真１点

蒔前遺跡出土鼻曲り土面

令和３年４月30日～

令和３年10月10日

３ 千葉市立加曽利貝塚博物館

令和３年度企画展「縄文ムラの

原風景～千葉市内の縄文遺跡～」

ホームページ

写真５点

御所野遺跡出土縄文土器

２点、御所野縄文公園（東

ムラ）２点、焼失実験風景

１点

令和３年５月18日～

令和４年５月18日

４ 個人 「ことりっぷ WEB」

写真３点

御所野縄文公園（東ム

ラ）、（中央ムラ）、（西ム

ラ）各１点

令和３年７月２日～
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No 申 請 者 名 掲 載 先 資 料 名 ・ 点 数 貸 出 期 間

５ 編集工房ビータス株式会社
昭文社『北海道・北東北の縄文

遺跡群を旅するガイド』

写真 23 点

御所野縄文博物館施設内

写真５点、御所野遺跡出

土遺物２点、蒔前遺跡出

土鼻曲り土面１点、体験

メニュー写真５点、ショ

ップ販売商品 10 点

令和３年６月14日～

令和６年７月21日

６ 編集工房ビータス株式会社
昭文社『北海道・北東北の縄文

遺跡群を旅するガイド』

写真４点

配石遺構１点、ボランテ

ィアガイドの様子１点、

樹皮のストラップ１点、

椛ノ木遺跡出土土偶１点

令和３年６月14日～

令和３年７月21日

７
福岡県立アジア交流センタ

ー兼九州国立博物館

夏季特別展「海幸山幸

―祈りと恵みの風景―」

写真１点

御所野遺跡出土パレット

土器・アスファルト塊

令和３年７月１日～

令和３年10月８日

８ 八戸市博物館
特別展「乱世の終焉―根城南部

氏と城―」

写真３点

一戸城跡出土雀紋印の馬

印１点、姉帯城跡空撮１

点、一戸城跡空撮１点

令和３年６月23日～

９
株式会社ジェイアール東日

本企画 仙台支社

東北デスティネーションキャ

ンペーン（DC）YouTube 配信用

30 秒動画

動画１点

御所野遺跡 空撮

令和３年７月23日～

令和３年９月30日

10 岩手県交通株式会社 企画募集旅行チラシ

写真２点

第２展示室１点、御所野

縄文公園風景（秋）１点

令和３年６月30日～

令和３年11月13日

11 株式会社世界文化社
書籍『新版・土偶手帖 おもし

ろ土偶と縄文世界遺産』

写真１点

蒔前遺跡出土遮光器土偶
令和３年８月18日～

12 クラブツーリズム株式会社
パンフレット『国内ひとり旅』

およびホームページ

写真４点

蒔前遺跡出土鼻曲り土面

１点、御所野遺跡出土羽

付き縄文人１点、第２展

示室１点、御所野縄文公

園風景１点

令和３年７月１日～

令和３年12月31日

13
株式会社岩手銀行　一戸支

店
岩手銀行内掲示ポスター

写真１点

御所野縄文公園竪穴建物

（西ムラ）

令和３年７月末～

（世界遺産登録決定

後から）

14 T2 video works
ＩＢＣ岩手放送「じゃじゃじゃ

ＴＶ」

写真１点

土器底部圧痕レプリカと

復元編み物

令和３年７月10日

15 共同通信社

加盟する地方誌などに向けて

配信する「北海道・北東北の

縄文遺跡群」の世界遺産登録

の記事

写真２点

御所野遺跡ガイドアプリ

を使用している様子

令和３年７月27日～

16 国際基督教大学博物館 公開講座録画

写真１点

御所野縄文公園復元竪穴

建物（西ムラ）

令和３年９月１日～

17 株式会社同成社
『世界遺産になった！ 縄文

遺跡』

写真８点

御所野縄文公園空撮１

点、配石遺構１点、御所野

遺跡出土遺物４点、子ど

もガイド風景１点、第２

展示室１点

令和３年８月
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No 申 請 者 名 掲 載 先 資 料 名 ・ 点 数 貸 出 期 間

18 奥中山高原株式会社
奥中山高原株式会社と御所野

縄文公園の共同企画等の宣伝

写真８点

てづくりプログラム風景

５点、御所野縄文公園風

景２点、きききのつりは

し１点

令和３年７月30日～

令和３年９月30日

19
株式会社ロム・インターナ

ショナル

書籍『地図でスッと頭に入る縄

文時代』

写真１点

蒔前遺跡出土鼻曲り土面
令和３年８月16日～

20 株式会社ドゥオモ ししゅうワッペン

写真５点

御所野遺跡出土土器、羽

付き縄文人各１点、蒔前

遺跡出土鼻曲り土面１点、

椛ノ木遺跡出土土偶１点、

御所野縄文公園風景（西

ムラ）１点

令和３年８月18日～

令和４年８月17日

21 株式会社ドゥオモ ししゅうワッペン
写真１点

御所野ロゴ

令和３年８月18日～

令和４年８月17日

22 個人 冊子『のへの』ＩＳＳＵＥ２

写真４点

御所野縄文公園１点、博

物館外観１点、第２展示

室１点、きききのつりは

し１点

令和３年９月末～

23 一戸町商工会

会報『商工会いわて』

ホームページ上に会報『商工会

いわて』のファイル公開のため

写真３点

御所野縄文公園風景１

点、プロジェクションマ

ッピング１点、きききの

つりはし１点

令和３年10月１日～

24 株式会社杜陵印刷 岩手銀行行内報表紙

写真３点

御所野縄文公園風景（西

ムラ）

令和３年９月１日～

令和３年12月31日

25
岩手県商工労働観光部

観光・プロモーション室

フジドリームエアラインズ機

内誌『DREAM3776 2021 年秋号』

写真４点

きききのつりはし（空撮）

１点、御所野縄文公園（空

撮）１点、第２展示室１

点、御所野縄文博物館外

観１点

令和３年10月１日～

令和３年12月31日

26 大船渡ユネスコ協会 大船渡ユネスコ協会会報
写真１点

復元竪穴建物

令和３年８月18日～

令和３年８月20日

27 江戸東京たてもの園
特別展「縄文 2021―縄文のく

らしとたてもの―」

写真６点

焼失竪穴建物跡１点、竪

穴建物実験復元１点、竪

穴建物跡焼失実験の様子

１点、御所野縄文公園風

景（東ムラ）１点、（中央

ムラ）１点、（西ムラ）１

点

令和３年９月13日～

令和４年５月29日

28 個人

書籍『日本前史（縄文、弥生か

ら古墳時代へ）オートバイツー

リングの遺跡巡り』

写真４点

配石遺構１点、復元掘立

柱建物１点、第１展示室

１点、蒔前遺跡出土鼻曲

り土面１点

令和３年12月１日～

29 岩手めんこいテレビ
テレビ番組「８っぴーサタデ

ー」

映像２点

御所野縄文博物館外観１

点、漆製品レプリカ１点

令和３年９月11日
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No 申 請 者 名 掲 載 先 資 料 名 ・ 点 数 貸 出 期 間

30 千厩地区まちづくり協議会 研修会チラシ、配付資料

写真６点

きききのつりはし１点、

御所野縄文公園風景・空

撮（東ムラ）各１点、復元

掘立柱建物跡（東ムラ）

１点、復元竪穴建物（西

ムラ）１点、御所野縄文博

物館外観１点

令和３年９月22日～

令和３年11月３日

31 株式会社プリントハウス 『ダテパー10 月号』

写真３点

御所野弁当１点、鼻曲り

クッキー１点、樹皮のス

トラップづくりキット１

点

令和３年９月30日～

令和３年10月31日

32 個人
書籍『火の時代』「縄文時の物

語」編（一）の表紙

写真１点

復元竪穴建物（西ムラ）
令和３年９月20日～

33 第一法規株式会社
『月刊文化財』令和３年 11 月

号

写真１枚

復元された竪穴建物
令和３年11月

34 株式会社ＩＢＣ岩手放送

世界遺産登録記念番組「縄文の

風を今に～御所野遺跡が伝え

るもの～」

写真７点

竪穴建物跡１点、焼かれ

た動物の骨１点、焼かれ

たトチノミ１点、御所野

遺跡出土土製品１点、子

どもガイド風景３点

令和３年８月29日

35 川口印刷工業株式会社
東北「道の駅」公式マガジン『お

でかけ・みちこ』vol.38

写真３点

竪穴建物（秋）１点、第１

展示室１点、羽付き縄文

人１点

令和３年９月25日～

令和３年12月24日

36 大正大学 地域構想研究所
『地域人』第 74 号「特集 北

東北と北海道の縄文遺跡」

写真 10 点、イラスト２点

竪穴建物復元手順５点、

羽付き縄文人１点、御所

野縄文里山カレンダー（

イラスト）１点、縄文ムラ

全景（イラスト）１点、御

所野遺跡全景（北西から）

１点、炭化トチノミ１点、

珪質頁岩製の石鏃１点、

円筒式土器と大木式土器

の折衷土器１点

令和３年10月10日～

37 滝沢市埋蔵文化財センター 展示解説パネル

写真２点

復元石斧１点、立木伐採

風景１点

令和３年11月１日～

令和４年３月31日

38 株式会社新泉社
書籍『縄文時代を知るための１

１０問題』

写真１点

復元竪穴建物
令和３年11月１日～

39 平泉文化遺産センター 第 48 回ひらいずみ芸術文化祭

写真８点

御所野縄文公園風景（『縄

文ムラの原風景』使用写

真）

令和３年11月６日～

令和３年11月７日

40
岩手県政策企画部広聴広報

課

県政広報誌『いわてグラフ』12

月号

写真１点

てづくりプログラム風景
令和３年12月１日

41
岩手県行政監視行政相談セ

ンター

行政相談委員機関誌『こだま』

108 号の表紙

写真１点

御所野縄文公園風景

令和３年12月１日～

令和４年12月１日
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No 申 請 者 名 掲 載 先 資 料 名 ・ 点 数 貸 出 期 間

42 共同通信社青森支局
縄文時代の装身具を紹介する

配信記事

写真１点

御所野遺跡出土耳飾り
令和３年12月１日～

43 株式会社岩手日報広告社
情報誌『mekke』のコラム「目

からウロコ旅」

写真１点

復元竪穴建物風景
令和３年12月16日～

44 岩手県県北広域振興局
「県北広域振興局管内のイベ

ント情報」

写真１点

御所野縄文プログラム

「冬の縄文公園を歩いて

みよう」風景写真

令和３年12月16日～

令和４年３月31日

45 宮古市教育委員会

崎山貝塚縄文の森ミュージア

ムのふれあい文化ボランティ

ア養成公開講座「御所野遺跡と

縄文遺跡群の世界遺産登録」の

チラシ等

写真２点

御所野縄文公園（夏）１

点、御所野縄文公園全景

１点

令和３年12月23日～

令和３年１月15日

46
岩手県空港ターミナルビル

株式会社
北東北５空港合同情報誌

写真２点

御所野縄文公園風景

令和３年12月22日～

令和４年５月31日

47
東日本旅客鉄道株式会社

盛岡支社

世界遺産である縄文遺跡群に

対する観光流動を促進するホ

ームページ

写真５点

復元竪穴建物（中央ムラ）

１点、（東ムラ）１点、配

石遺構１点、第２展示室

１点、体験工房１点

令和３年３月10日～

48 有限会社杜の都社
月刊『街もりおか』３月号「縄

文をゆく」

写真３点

御所野遺跡縄文公園風景

１点、てづくりプログラ

ム風景１点、粘土採掘坑

跡１点

令和４年３月１日～

49 株式会社創童舎

広報誌『JoinT vol.38』内記

事「知りたい、伝えたい！地元

の魅力」 

写真１点

御所野縄文公園（東ムラ）

令和４年３月１日～

令和４年５月31日

50 二戸地区保護司会
岩手県保護司会連合会発行『更

生保護いわて』

写真１点

御所野縄文公園（中央ム

ラ）

令和４年４月１日～

51 個人

NPO 法人文化遺産の世界発行

『文化遺産の世界』vol.40「生

業にみる北海道・北東北の縄文

文化の特質」

イラスト１点

御所野縄文里山カレンダ

ー

令和４年２月２日～

令和４年５月１日

52
岩手県文化スポーツ部文化

振興課

小学生向け世界遺産ワークブ

ック

『世界遺産出前授業』

写真２点、イラスト１点

御所野遺跡出土パレット

土器とアスファルト塊１

点、根反の大珪化木１点、

御所野縄文里山カレンダ

ー（イラスト）１点

令和４年３月１日～

令和５年３月31日

53
株式会社アイビーシー岩手

放送

御所野遺跡ＰＲキャラバン運

営のため

写真３点

体験キット完成見本（勾

玉・樹皮ストラップ・ミニ

オカリナ）各１点

令和４年２月８日～

令和４年３月31日

54
株式会社アイビーシー岩手

放送

御所野遺跡ＰＲキャラバン運

営のため

写真１点

てづくりプログラム風景

令和４年２月８日～

令和４年３月31日
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(2)実物資料

No 申 請 者 名 掲 載 先 資 料 名 ・ 点 数 貸 出 期 間

55
株式会社ピーアールセンタ

ー

北海道環境生活部文化局文化

振興課縄文世界遺産推進室が

制作するガイド向け教本

写真４点

御所野遺跡出土円筒上層

式土器

令和４年２月24日～

56
八戸市埋蔵文化財センター

是川縄文館

八戸発見ブック『世界遺産にな

った！是川石器時代遺跡』

写真２点

御所野遺跡出土炭化クリ

１点、竪穴建物跡１点

令和４年３月８日～

57
IGR いわて銀河鉄道株式会

社

銀河ダイニングへのへののＰ

Ｒポスター

写真１点

御所野縄文公園風景

令和４年３月１日～

令和４年９月30日

58 個人
一戸町×横浜国立大学オンラ

インプロジェクトの成果発表

写真５点、画像１点

御所野縄文公園風景４

点、御所野縄文公園ＨＰ

（画像）１点、鼻曲りクッ

キー１点

令和４年３月４日～

59 大阪府教育委員会

大阪府教育庁公式 YouTube チ

ャンネルにおける文化財普及

啓発動画「人気者になりたい!!

～仏並遺跡出土土面～」

写真１点

蒔前遺跡出土鼻曲り土面
令和４年３月31日～

60 株式会社讀賣連合広告社
関西エリアにおける岩手県の

観光情報発信のため

写真１点

御所野縄文公園風景
令和４年３月23日

No 申 請 者 名 利 用 先 資 料 名 ・ 点 数 貸 出 期 間

１ 岩手県立博物館

岩手県立博物館開館 40 周年記

念特別展「みる！しる！わか

る！三陸再発見」

羽口（大平遺跡出土）３点
令和３年５月10日～

令和３年９月30日

２ 八戸市博物館
夏期特別展「乱世の終焉―根城

南部氏と城―」

雀紋印の馬印（一戸城跡

出土）２点

令和３年６月８日～

令和３年９月30日

３ 滝沢市埋蔵文化財センター
東京２０２０パラリンピック

聖火フェスティバル事業
縄文服（子供用）10 点

令和３年８月13日～

令和３年８月17日

４ 岩手県立博物館

岩手県立博物館令和３年度テ

ーマ展「教科書と違う岩手の歴

史―岩手の弥生～古墳時代―」

土偶（椛ノ木遺跡出土）１

点、土面レプリカ（蒔前遺

跡出土）１点、土器（親久

保Ⅱ遺跡出土）４点、石製

模造品（馬場平２遺跡出

土）１点

令和３年10月14日～

令和４年２月28日
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８ 学芸活動

(1)調査研究

(2)講演・講義

No 申 請 者 名 利 用 先 資 料 名 ・ 点 数 貸 出 期 間

５ 岩手県立児童館子どもの森

御所野縄文公園×いわて子ど

もの森企画展

「めざせ！ごしょの じょう

もん マスター」

資料 119 点

土器（レプリカ）２点、縄

文服１着、アンギン台１

点、シナノキ樹皮１点、シ

ナノキ繊維１わ、クリ１

組、クルミ１組、トチの実

１組、土器片（御所野遺跡

出土）３点、石斧（レプリ

カ）１点、シナノキの縄１

わ、シリコンチューブ２

本、シリコン台紙１冊、撹

拌用金属棒１本、シリン

ジ２本、移植ベラ２本、刷

毛２点、野帳１冊、竹串２

本、手提げカゴ１点、箕１

点、葉っぱバック１点、ア

ンギンマット５枚、アン

ギンコースター２枚、ゴ

トク１個、イーゼル１個、

パネル 80 枚

令和４年２月11日～

令和４年４月25日

６
株式会社アイビーシー岩手

放送

御所野遺跡ＰＲキャラバン運

営

復元竪穴建物の内装パネ

ル１点、蒔前遺跡出土土

偶パネル１点、縄文服３点

令和４年２月８日～

令和４年３月31日

７
「御所野遺跡を未来へ」実

行委員会

「御所野遺跡を未来へ―世界

遺産登録を祝して―」

世界遺産一覧表記載認定

証（複製）１点

令和４年２月19日～

令和４年３月19日

８ 宮古市教育委員会

宮古市教育委員会主催の令和

３年度埋蔵文化財センター企

画展

蒔前遺跡出土注口土器１

点、山井遺跡出土注口土

器２点

令和４年１月28日～

令和４年３月31日

No 内 容 場 所 月 日 担当名

１ 植生復元実験「ウルシの木の更新」 御所野縄文公園

５月18日

９月14日

15日

10月12日

13日

中市

No 内 容 場 所 月 日 担当名

１

企画展「縄文ムラの原風景」展

基調講演 「縄文ムラの原風景－縄文遺跡群の

世界遺産登録について－」

横浜市歴史博物館 ５月16日 高田

２

企画展「縄文ムラの原風景」展

基調講演 「縄文の原風景－縄文遺跡群の世界

遺産登録について－」

千葉市生涯学習センター ６月６日 高田

３
「北海道・北東北の縄文遺跡群

～世界遺産登録に向けて～」
相去地区交流センター ６月９日 高田
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No 内 容 場 所 月 日 担当名

４
一戸町立一戸南小学校

「お話町会」
一戸町立一戸南小学校 ６月11日 後藤

５
大人の休日倶楽部趣味の会

「いわての世界遺産講座」
ステーションコンファレンス万世橋 ８月30日 高田

６

令和３年度上田公民館主催歴史講座　北からの

日本史～ふるさとの人々の生活と精神世界

「御所野遺跡－縄文遺跡から見える人々のく

らしと祈り－」

盛岡市上田公民館 10月２日 高田

７
シンポジウム「縄文の未来を語る」

パネルディスカッション「縄文の可能性」
北海道函館市 ホテル法華クラブ函館 10月17日 高田

８

第30回二戸医師会開業医部会主催従業員研修

会

「世界文化遺産 御所野遺跡と縄文文化につ

いて」

二戸市パークホテル 10月21日 高田

９
北上市民大学

「御所野遺跡の縄文里山づくり」
北上市詩歌文学館 10月22日 高田

10

岩手県立一戸高校創立 110 周年記念講演会

「御所野遺跡の世界的な価値について －御

所野遺跡の世界遺産登録から－」

一戸高校体育館 10月23日 高田

11 いわての地域づくり、道づくりを考える会 花巻市花巻温泉 ホテル千秋閣 11月10日 高田

12
ふれあい文化ボランティア養成公開講座

「御所野遺跡と世界遺産」
崎山貝塚縄文の森ミュージアム １月15日 後藤

13

中日文化センター特別講座

「復元された縄文ムラの原風景－岩手県御所

野遺跡から－」

中日文化センター

（オンライン）
１月21日 高田

14
下町町内会歴史講話会

「御所野遺跡と世界遺産について」
下町公民館 ２月13日 鈴木

15
二戸ライオンズクラブ例会

「－御所野遺跡がなぜ世界遺産に－」
二戸パークホテル ２月24日 高田

16

文化遺産マネジメントの国際比較

プロジェクトオンライン会議 at 御所野縄文公

園

「縄文遺跡のグローバルアウトリーチを考え

る」

御所野縄文博物館（オンライン） ３月５日 高田

17

「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界遺産登録

記念フォーラム

「御所野遺跡における縄文里山づくりについて」

アートホテル盛岡 ３月13日 鈴木

18

「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界遺産登録

記念フォーラム

「御所野縄文里山カレンダーについて」

アートホテル盛岡 ３月13日 峠

19
御所野交流会

「現在の御所野遺跡について」
一戸町コミュニティセンター ３月20日 鈴木
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(3)会議・研修等参加

(4)原稿執筆

No 内 容 場 所 月 日 担当名

１
史跡是川石器時代遺跡内容確認調査に係る調

査指導
是川縄文館 ３月７日 高田

２
第 10 回八戸市史跡是川石器時代遺跡整備検討

委員会
是川縄文館 ３月７日 高田

３ 令和３年度第１回是川縄文館運営協議会 是川縄文館 ３月８日 高田

No 内 容 発 行 月 日 担当名

１ 「矢じりづくりのムラ」 『いちのへ』49 号 一戸文化協会 ５月31日 高田

２
「御所野遺跡を多くの人に－縄文ムラの原風

景展－」『いちのへ』49 号
一戸文化協会 ５月31日 高田

３
「世界遺産登録達成！縄文人の遺産を未来へ」

『岩手自治』令和３年９月号 No.745
岩手県町村会 ９月10日 鈴木

４
「とちの実通信」『地域情報誌ぐるっと』

vol.180～192
沢倉印刷株式会社 ４月～３月 後藤

５

「御所野遺跡・世界遺産への歩み～御所野縄文

公園・博物館に見る縄文文化の魅力～」『銀河フ

ァンクラブマガジン』vol.９

IGR 岩手銀河鉄道株式会社 11月１日 後藤

６

「学びがおこるプログラム～見る・考える・話

す・聞く＋検証を取り入れて～」

『ぶんかる』文化庁広報誌いきいきミュージア

ム～エデュケーションの視点から～

文化庁
１月25日

（公開日）
峠

７
『令和３年度全国埋蔵文化財法人連絡協議会

研修会』

「世界遺産になった縄文遺跡－岩手県御所野

遺跡－」 公益財団法人岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センター
３月 高田

お話朝会 「北海道・北東北の縄文遺跡群」

世界遺産登録記念フォーラム
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９ ボランティア活動状況

(1)御所野遺跡を支える会活動状況（会員数 25 名）

①目的

御所野遺跡のボランティア活動をとおして、郷土の歴史に誇りをもつとともに、御所野遺跡の文化財を

正しく受け継ぎ、その歴史的事実と価値を学び伝え、文化財愛護の思想の普及に努めることを目的とする。

②事業内容

・御所野遺跡を愛護し、地域の財産として保全する活動をする。

・御所野遺跡の案内活動をする。

・町内外に対し、御所野遺跡の啓蒙、啓発、宣伝などをおこなう。

・会員相互の交流を図る。

・その他、この会の目的を達成するために必要なことをおこなう。

③令和３年度事業内容

・活動状況

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計

活 動 日 数 4 14 13 22 7 6 26 24 6 0 0 0 122

ガイド実績延人数 4 28 25 46 14 12 64 65 10 0 0 0 268

案内した見学者数 44 143 177 496 165 152 917 989 60 0 0 0 3,143

案内した団体数 4 37 71 100 53 69 155 145 10 0 0 0 644

（単位：人）

・活動

４月14日 総会（18名参加）

４月24日 春のクリーンデー（14名参加）

５月26日 「おばんです岩手」登録勧告セレモニー（９名参加）

６月２日 御所野遺跡ボランティア連絡協議会役員会

７月９日 御所野遺跡ボランティア連絡協議会　町長へ要望書提出（１名参加）

７月26日 ガイド説明会（８名参加）

７月27日 「世界遺産登録」発表

11月６日 秋のクリーンデー（12名参加）

12月１日 ＩＢＣ取材（３名参加）

12月８日 世界遺産登録を祝う会（20名参加）

12月11日 世界遺産登録祝賀会（７名参加）

12月29日 世界遺産を祝して（６名参加）

(2)自然と歴史の会活動状況（会員数 25 名）

①目的

自然および歴史についての情報交換と相互の研鑽親睦を図る事を目的とする。

②事業内容

・自然観察会および歴史探訪

・講演会及び研修会

・会報の発行

・一戸町教育委員会への協力



− 30 −

③令和３年度事業内容

・自主事業

５月26日 役員会（５名参加）

８月４日 通常総会（新型コロナウイルス感染拡大の影響により文書送付による見なし総会）

７月15日～16日 弘前大学による西方寺毘沙門堂仏像写真撮影補助（４名参加）

８月29日 奥州街道一里塚刈払い（８名参加）

９月18日 奥州街道一里塚刈り払い反省会（５名参加）

11月６日 奥州街道小繋地区踏査検討会（４名参加）

11月13日 奥州街道小繋地区踏査（６名参加）

11月18日 奥州街道小繋地区踏査反省会（４名参加）

・御所野縄文博物館、ボランティア連絡協議会事業

４月24日 春のクリーンデー（３名参加）

７月27日 第44回世界遺産委員会オンラインビューイング（３名参加）

11月７日 秋のクリーンデー（２名参加）

12月８日 世界遺産登録を祝う会（13名参加）

12月11日 世界遺産登録記念式典・祝賀会（４名参加）

(3)御所野発掘友の会活動状況（会員数 30 名）

①目標

この会は、一戸バイパス建設に伴う遺跡発掘調査からはじまった遺跡発掘調査に携わった方々で構成さ

れ、一戸町の古くて最も新しい財産である「御所野縄文公園」を守るとともに、会員同士の親睦を図るこ

とを目的とする。

②令和３年度事業内容

通常総会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

・定例活動

６月14日 配石の草取り、事務所裏の草取り（10名参加）

７月12日 配石の草取り、事務所裏の草取り（13名参加）

８月２日 事務所裏の草取り（12名参加）

９月13日 食事場所清掃（雨のため草取り中止）（15名参加）

10月11日 配石の草取り、事務所裏の草取り（14名参加）

・イベント等

４月24日 春のクリーンデー（16名参加）

11月６日 秋のクリーンデー（15名参加）

２月19日～３月19日 企画展「御所野遺跡を未来へ」展の受付（のべ24名）

(4)御所野遺跡ボランティア連絡協議会（会員数 71 名）

①目的

御所野縄文公園で活動しているボランティアグループの会員が相互に連携しながら親睦を深め、御所野

遺跡の保存と活用を図ることを目的とする。

②事業内容

・御所野縄文公園内施設および植物の維持管理

・御所野縄文公園見学者のガイド
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・各団体の育成、会員相互の交流に関する事業

・その他目的達成のために必要な事業

③令和３年度事業内容

・自主事業

６月２日 役員会（13名参加）

７月９日 要望書提出（３名参加）

２月19日～３月19日　企画展「御所野遺跡を未来へ」展（20名参加）

２月27日 企画展関連イベント「御所野遺跡を未来へ～旅立ち～」（20名参加）

・御所野縄文博物館、一戸町、いちのへ文化・芸術ＮＰＯ主催事業

４月24日 春のクリーンデー（32名参加）

７月27日 第44回世界遺産委員会オンラインビューイング（４名参加）

11月７日 秋のクリーンデー（27名参加）

12月８日 世界遺産登録を祝う会（68名参加）

３月13日 「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界遺産登録記念フォーラム（15名参加）

・その他事業

１月22日 ［岩手大学主催事業］地域連携フォーラム（10名参加）

３月20日 ［岩手県立大学主催事業］御所野交流会（７名参加）

(5)御所野愛護少年団活動状況（会員数 61 名）

①目標

御所野遺跡の愛護活動を通して、自分たちの郷土に誇りを持ち、環境や歴史的財産を守ろうとする態度

を育てる。

②活動の重点

・御所野の自然や歴史に目を向け、自主的に探求活動に取り組ませる。

・御所野の自然や環境を守る活動を自主的、主体的に行う、実践的な態度を育てる。

③活動内容

・組織

一戸町立一戸南小学校の３年生から６年生までの児童により御所野愛護少年団を結成し、活動を行う。

団員：３年生 14 名、４年生 16 名、５年生 16 名、６年生 15 名 計 61 名

・活動内容

御所野縄文公園について理解を深める活動をする。（博物館見学、体験学習等）

御所野縄文公園の環境を保護する活動を行う。（植栽活動、清掃活動等）

御所野縄文公園を多くの人に知らせる活動を行う。（パンフレット作成、学習発表会等）

・令和３年度活動報告

４月16日 結団式（３年生以上61名参加）

５月７日 御所野遺跡見学（３年生14名参加）

土面づくり体験（６年生15名参加）

５月20日 一戸南小の御所野縄文学、子どもガイドについて（５・６年生31名参加）

５月26日 御所野遺跡見学（５年生16名参加）

５月28日 春の御所野愛護活動（全校83名参加）

６月２日 御所野遺跡見学（５年生16名参加）

12月11日 世界遺産登録記念式典・祝賀会（10名参加）
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６月９日 調査活動（３年生14名参加）

調査活動（５年生16名参加）

６月11日 講話（お話朝会）（61名参加）

６月14日 ＰＲ大使任命式（５・６年生31名参加）

６月16日 オリンピック聖火リレー（６年生中心に約20名参加）

ガイド練習（６年生16名参加）

６月17日 調査活動（３年生14名参加）

６月23日 調査活動（４年生16名参加）

６月23日～24日 修学旅行でのＰＲ活動（６年生参加15名）

６月29日～30日 宿泊研修で県北青少年の家の方へのＰＲ活動（５年生参加16名）

６月30日 御所野遺跡見学（３年生14名参加）

７月12日 ガイド練習（５・６年生31名参加）

７月14日 ガイド練習（５・６年生31名参加）

７月16日 金田一小６年生とのガイド交流（５・６年生31名参加）

７月20日 野焼き見学（６年生16名参加）

７月26日 ガイド練習（５・６年生31名参加）

７月28日 世界遺産登録式典参加（５・６年生31名参加）

８月24日 調査活動（５年生15名参加）

９月１日 調査活動（５年生15名参加）

９月10日 調査活動（５年生16名参加）

９月28日 調査活動（６年生16名参加）

10月７日 調査活動（５・６年生32名参加）

10月14日 秋の御所野愛護活動（全校83名参加）

10月16日 御所野縄文 WeeeeKs　ハッピーウォーク2021　ガイド参加（５・６年生32名参加）

10月22日 御所野ガイド（県北教育事務所・管内社教担当者）（６年生16名参加）

11月17日 ガイド練習（５・６年生32名参加）

11月20日 学校へ行こう②　保護者向け縄文ガイド（５・６年生32名参加）

11月26日 ユネスコ科学賞報告（団長参加）

12月10日 記念祝賀会ガイドリハーサル（６年生16名参加）

12月11日 世界遺産登録記念式典・祝賀会（６年生中心に参加）

12月17日 調査活動（講話）（４年生17名参加）

２月18日 ５・６年生調査成果発表会（４・５・６年生49名参加）

２月24日 御所野ガイド引継ぎ（４・５・６年生49名参加）

３月18日 団員卒業（４・５・６年生49名参加）
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Ⅳ 旧朴舘家住宅

１ 概要

旧朴舘家住宅は、小鳥谷駅から南へ約2.6㎞に所在する岩手県内最大規模の茅葺民家である。文久２年（1862）

に建てられたと伝えられる江戸時代末期の建造物であり、間口 16 間半（約 30m）、奥行９間（約 16m）、総面積

約 150 坪（約 495 ㎡）の規模を有する。

朴舘家は、二戸市浄法寺町漆沢の墓地にあった石塔の年代や、朴舘家の菩提寺であった実相寺に残る記録か

ら、江戸時代中期に漆沢から現在地に移り住んだと考えられる。大正～昭和初期には山林約 750 町歩（約 750

㏊）、田畑約 12 町歩（約 12 ㏊）を所有する大地主であった。朴舘家は駒木地区における生業や信仰、年中行

事の中心的な役割を担っていた。

現在は毎年６月頃に旧朴舘家住宅において神楽公開を開催し、一戸町内の神楽の披露の場となっている。

盛岡藩領における上層民家の特徴をよく示しており、高い価値が認められることから平成23年 11月 29日、

国の重要文化財に指定された。

２ 朴舘家住宅保存会活動状況

(1)目的

朴舘家住宅保存会は、国指定重要文化財「旧朴舘家住宅」の保存を図るとともに、地域の文化財を正しく

継承し、あわせて文化財愛護思想の普及に資することを目的とする。

(2)事業

朴舘家住宅保存会は、目的を達成するために次の事業を行う。

①旧朴舘家住宅の保存のため、必要な修繕を行い、その保存に努める。

②旧朴舘家住宅の文化財的価値を正しく認識し、宣伝啓発に努める。

(3)事業実績

３ 見学ノート記帳者数

（単位：人）

４ 見学者からのメッセージ

事 業 名 実 施 状 況 参加人数

１．総会 ○期日 ６月 11 日 11 名

２．神楽公開 ○期日 中止 ―

３．火入れ
○期日 年間 43 回

○内容 防湿・防虫のため囲炉裏への火入れを行う。
のべ 100名

４．朴舘家住宅敷地刈払い ○期日 ６月 13 日 15 名

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計

人数 29 71 46 39 30 57 60 29 17 3 3 4 388

見学月 感 想 市町村名 年代

４月

おばけが出そうでこわかったです。 一戸町 ―

いや～いいものを見させてもらいました。 岩手町 60 代

素敵な建物で、見に来て良かったです。 盛岡市 ―

とてもいい体験をさせていただきました。 栃木県大田原市 10 代
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見学月 感 想 市町村名 年代

４月
梁の材木がすばらしい。自分の家も昔は曲り家でしたが子供の頃火事で焼失。子供の

頃をなつかしく思い見させて頂きました。有難うございました。
雫石町 70 代

５月

すごい屋敷で感激です。いつまでも保存してください。 盛岡市 70 代

立派！！ 青森県青森市 50 代

すごすぎる。立派すぎる。 久慈市 30 代

とてもすばらしかったです。もっと広くみんなにみてもらえるように予算がもらえる

といいですね。修復など大々的にして保存したいですね。日本の宝。
― ―

いつか来てみたいと思っていました。素晴しいの一言です。ぜひ長く保存して頂きた

いと思います。
岩手町 60 代

昔の香りがなつかしくて良い。 盛岡市 50 代

心落ち着きました。ありがとうございました。 一戸町 20 代

規模の大きさに感動しました。“豪農”というのですね。 北上市 60 代

とてもかっこよかったです！！！！ 九戸村 50 代

ただびっくりです。今後も保存よろしくお願いします。 八幡平市 70 代

家の大きさにびっくりしました。小さい頃を思い出しました。 九戸村 70 代

母と一緒に来ました。昔の暮らしを感じられてとても新鮮でした。またいつかゆっく

り見に来ます。
一戸町 20 代

すごい建物でびっくりしました。こういう貴重な建物を開放している一戸町に敬意を

表します。
盛岡市 60 代

迫力ある大きさにびっくりでした。ありがとうございました。 盛岡市 60 代

いつまでも保存される事を願っています。（大変でしょうが） 洋野町 60 代

保存は大変なお仕事だと思いますが応援しています。 盛岡市 50 代

立派な旧宅で、実際に見学させていただき驚きました。タイムスリップした気持ちに

なりました。保存は大変かと思いますが、後世に継いで欲しいです。
盛岡市 40 代

道に迷いながら来ました。昔なつかしいにおいがしました。大きな家に感動しまし

た。
盛岡市 70 代

この建物があることは知っていましたが、見るのは初めてです。 一戸町 70 代

素晴しい建物を見せていただきました。 二戸市 70 代

いつか寄って見ようと思っていたが、今日ようやく見ることが出来ました。昔なつか

しい建物、いつまでも保存して貰いたいと思います。
盛岡市 70 代

材木の多さに感激しました。維持保存は大変だとは思いますが、尽力して下さい。 盛岡市 70 代

昔の建物を直接見ることができ、とても感激です。保存管理は大変だとは思います

が、今後ともよろしくお願いします。
盛岡市 80 代

浄法寺町の漆沢（村）との関係は？ 二戸市 60 代

ずっと前から一度見学したいと思っていたので、今回見ることができてよかったで

す。
八幡平市 ―

６月

大変りっぱな建物でびっくりしました。屋根うまく出来ればいいですネ。 宮城県仙台市 60 代

あまりにみごとなかやぶき屋根にびっくりしました。実家も子供のころはかやぶきの

家だったのでとてもなつかしく感じました。どうか大切に保存して下さい。
滝沢市 60 代

大変おどろいています。大きいので。 ― 80 代

いつまでも大切に維持、保存して下さい。 東京都 50 代

小鳥谷駅で写真を見たので来てみました。柱、梁が立派でびっくりしました。 宮城県仙台市 30 代

維持していただきありがとうございます。見ごたえありました。 釜石市 50 代

古民家の中を初めて拝見致しました。大変貴重なものを見せて頂きありがとうござい

ました。
二戸市 40 代

素晴しい。小鳥谷いいね！！ 静岡県浜松市 40 代

何とか保存して欲しいです。 宮城県仙台市 70 代

保存するのは大変でしょうがガンバってください。 盛岡市 60 代

キレイな状態で保管されていてすばらしい。いつもありがとうございます！！ 盛岡市 30 代

大きくりっぱな材料にビックリしました。保存、大変だと思いますががんばってお願

いします。
― 70 代
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見学月 感 想 市町村名 年代

６月

神楽、楽しみにしていましたが、残念です．．．。（仕方ないですもんね）またゆっくり

よらせてもらいます。素晴しくて大好きです。
岩手町 40 代

思いえがいたより大きいのでビックリです。建物もしっかりと昔のおもかげ見られま

す。
盛岡市 70 代

見事に保存されていることに感心しました。すばらしい家を見せていただき、ありが

とうございました。
埼玉県坂戸市 60 代

７月

とてもすばらしくて感動しました。これからも保存してほしいです。 盛岡市 50 代

とても勉強になりました。ありがとうございます。 一戸町 30 代

すごい。 一関市 60 代

貴重な文化財、皆さんで守っていきたいです。ありがとうございました。 盛岡市 40 代

屋根と構造の大きさが圧巻。 盛岡市 50 代

圧倒されました。素晴しいものが残っていて感動です。 福岡県糸島市 60 代

すばらしく大きく立派なお屋敷でした。いつかまた寄らせて頂きます。 盛岡市 50 代

梁の太さ、長さにびっくりしました。石臼や釜も大きく、実際に見る事により、実感

がもてました。これからも残っていって欲しいと思う建物でした。
盛岡市 20 代

大きく、古く、あまりにすばらしいので、また来ます。 西和賀町 50 代

以前より見学したいと思っていました。大きさに圧倒されました。 二戸市 20 代

大きさ、造り、とてもすばらしかったです。また来たいと思います。 盛岡市 30 代

すばらしいです。 北海道札幌市 60 代

通り掛かりで訪れました。すばらしい歴史的建造を見られて圧巻でした。 盛岡市 40 代

すずしいですね。 岩手町 40 代

８月

とても立派な建物と思いました。160 年前にどうやって建てたのかと不思議に思いま

す。
八幡平市 40 代

若い頃から４号線を通る度毎に案内を見てましたが、ようやく寄ることが出来ました。

歴史を感じる建物と感心しました。
宮城県利府町 60 代

自分が住んでいた家を思い出しました。大変でしょうが、永く保存されることを願っ

ています。ご苦労様。
紫波町 70 代

子供の頃の友人の家を思い出した。 盛岡市 70 代

いつまでも残していただきたい建物です。今度、娘たちにも見せたいですね。 滝沢市 50 代

広くておどろきました。 二戸市 70 代

本当に広い。見に来た甲斐がありました。ありがとうございます。 ― ―

当地にこの建物があることを国道４号線を北上中に見つけ、およりしました。大きさ

といい、当時の間取りといいすばらしい文化財だと思いました。これからも多くの人

たちに見ていただきたいものと存じます。ありがとうございました。

盛岡市 80 代

９月

すばらしい建物です。 岩手町 40 代

大変りっぱな建物でおどろいております。子供の頃の暮らしを思い出しました。 一関市 60 代

大きく立派な建物。 宮城県仙台市 60 代

昔にタイムスリップした様な懐かしい建物や道具に出会えました。建物もとても大き

く、きれいに保存していてありがたく拝見させて頂きました。
盛岡市 60 代

今後も残してほしいです。 八幡平市 30 代

よく保存して下さい。 花巻市 60 代

ありがとうございます。スリッパ（サキオリ）はきごこちよかったです。 滝沢市 50 代

なつかしい。 青森県青森市 60 代

めっちゃいい。 ― 30 代

私も幼い頃に古家で生まれたから色々思い出し、うちにも似た物があった事を思い出

しました。ふるさとに来た想いです。
岩手町 70 代

母の実家もわら屋根の曲家でしたが、当家の土間にスッポリおさまる大きさでした。

たまげました。
盛岡市 70 代

農家でしたので、似た様な建築でなつかしく見学しました。ついこの間の様な気がし

てます．．．．．！！
盛岡市 70 代

柱（はり）がりっぱだ 盛岡市 70 代

なつかしく思いました。 盛岡市 60 代
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見学月 感 想 市町村名 年代

９月

この様な建物が現存することは素晴しい。大きさ、年数共におどろいた。最高です。 秋田県秋田市 60 代

材料の大きさにおどろきました。 盛岡市 50 代

建物の大きさは勿論のこと、道具の大きさにも驚天しました。 東京都北区 30 代

今まで拝見した古民家の中で１番大きく圧倒されました。ぜひ後生に残して下さい。 神奈川県茅ヶ崎市 40 代

大変立派な梁など見させていただき、感動しました。 盛岡市 50 代

すごい迫力です。来て良かったです。 紫波町 40 代

こんなに大きい古民家、はじめてでした。 東京都台東区 60 代

筋交いは耐震補強のためですか？ 盛岡市 60 代

10 月

小さいころ住んだ家を思い出します。 青森県八戸市 70 代

とても立派なお宅ですね！びっくりいたしました。 盛岡市 50 代

すばらしいです。見学できて良かったです。 花巻市 60 代

とても大きくて立派です。保存状態もすばらしい！！ ― 50 代

きれいに保存されていて子どもも喜んでました。 一戸町 10 代未満

おうちでは見れないものが見れたのでとてもうれしかったです。

孫と一緒に見学しました。どまを見たいとの事で。
―

10 代未満

60 代

普段見れないものが見れたし、大きく、とてもきれいでした。 軽米町 10 代

とても大きなお家でビックリしました。見学させていただきどうもありがとうござい

ました。
軽米町 30 代

大きくて立派です。関東には有りません。 茨城県龍ケ崎市 70 代

なつかしいです。 盛岡市 ―

大きくてびっくりしました。ありがとうございました。 神奈川県横浜市 70 代

大きさにびっくり。すばらしい！！ ― 70 代

もっと、各種機器の説明がほしかった。しかし昔の内容が良く判った。 岩手町 ―

娘と一緒に見させて頂きました。とても大きくびっくりしました。なつかしい気持ち

になり、落ちつきました。
九戸村 50 代

大変勉強になりました。ありがとうございます。 八戸市 60 代

すばらしい古い建物でした。 ― 80 代

風情のある建物でした。 八幡平市 20 代

古い物が残っている事はすばらしい事です。 ― 60 代

とてもすばらしいです。いつまでも保存してもらいたい！貴重な文化財です。 青森県三沢市 50 代

11 月

なつかしさを感じます。 ― 60 代

当時の暮らしを思うと、今はだいぶ楽なのだなと感じました。 雫石町 40 代

すばらしいですね。なかなかこんな古い物はみられません。 群馬県 60 代

なつかしかったです。 盛岡市 80 代

すごかったです。 盛岡市 60 代

すばらしい。デカイ、保存必要ですネ。アリガトウ。来てヨカッタです。 大阪府泉大津市 70 代

ありがとうございます。 紫波町 30 代

とおりかかっておとずれました。とても立派な住宅で昔のあとがしのばれます。来年

6 月にかぐらがあるとのこと。また来たいと思います。
盛岡市 60 代

あまりにも広くてびっくりしました。 青森県三戸町 70 代

12 月

鳥海地区バスツアーで来ました。 一戸町 60～80 代

５回位見ています。歴史を見て歩いています。ありがとうございます。 軽米町 70 代

とてもためになった。 滝沢市 50 代

１月 すばらしかった。 青森県五戸町 50 代

２月
よかったです。 盛岡市 50 代

すばらしいです。 ― 70 代

３月

なつかしかった。 ― ―

電車から見えた時から気になっていました。往時の賑わいがしのばれます。 久慈市 50 代

まさにタイムスリップ！ 秋田県大館市 ―
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Ⅴ 姉帯城跡

１ 概要

姉帯城跡は小鳥谷駅から西北西に約 1.3 ㎞、馬淵川北岸の標高約 200～250m に位置する。中世南部氏の一族

である姉帯氏の居館跡といわれている。

城跡は、東西２つの館で構成され、西の館は東西約 130m、南北 60m、東の館は東西約 120m、南北 100m の規

模をもつ。２つの館の間には堀と土塁が築かれ、東の館の東端には二重の堀が巡る。西の館の西側には東西約

50m、南北 20m の平場があり、平場の西側に堀切状の窪みが残っている。

平成８年度～10 年度の３年間、一戸町教育委員会が学術調査を行なったところ、15～16 世紀の建物跡や墓

壙と考えられる土坑などが多数見つかった。土坑からは人骨のほか、銅鏡や古銭などの副葬品が出土した。周

辺からは槍や刀、鎧金具や鉄砲玉鋳型などの武具が多く見つかっており、合戦の痕跡がうかがえる。その他、

中国産や国産の陶磁器などの生活用具とともに、天目茶碗や茶臼などの茶器道具も見つかっており、戦国時代

の地方豪族の豊かな生活の一端も明らかになっている。

保存状態が極めて良好で城館の特徴をよく残していることから、平成５年５月１日、町の史跡に指定された。

現在は農村公園として整備され、地域の有志の方々による草刈り等が行われている。

姉帯城跡 全景（北東から）
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２ 見学ノート記帳者数

（単位：人）

３ 見学者からのメッセージ

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計

人数 5 0 2 2 8 2 2 2 0 2 0 1 26

見 学 月 感 想 市町村名

４月

景色がきれいでした。 一戸町

雨の中歩きます。車を途中で止めました。長年来たいと思ってきました。圧倒的な兵力差の中

でも、ゲリラ戦を展開しつつ最後は討死にとは。合掌。
北海道帯広市

６月
ご先祖様に挨拶に来ました。綺麗な自然の一部として残っていて感動しました。また来ます。 北海道旭川市

束の間古に想いを馳せた貴重な体験でした。 一戸町

７月

初めて岩手に来ましたが、まず最初に来たのが姉帯城です。九戸政実の小説を読んできまし

た。よく保存されていて、感心しました。
東京都杉並区

両親が一関の出身で岩手には何度か足を運んだことはあったが、ここ姉帯ははじめてでした。

ながめも良くとても良い所ですね。
神奈川県川崎市

８月

九戸城の前にこちらが攻め落とされてしまったと聞き、今回足を運びました。堀切などもよ

く残っていて城館跡として素敵です。戦って無念の死をとげた方々に合掌。
神奈川県横浜市

歴史的に貴重な山城です。九戸城に向かいます。 栃木県宇都宮市

見事な土塁・堀でした。所有者の方々の好意と整備して下さっている方々に感謝です。 埼玉県上尾市

ずっと来たかった所にやっと来る事ができました。豊臣にやられたとは初めて知りました。

小林さんとつく人にはこれから勝手に親近感を覚える事でしょう。今日は線香を持参できな

かったので次回は持って馳せ参じたいと考えます。

盛岡市

帰省の折に何回か挑戦。やっと姉帯城にこれました。今後も整備をお願いします。 東京都足立区

整備はまずまずですがこのノートは古くなってきているので新しい物にされてはいかがでし

ょうか。
二戸市

９月

平成 19 年以来です。城主の孫をつれてきた。５歳と６歳。男の子。笑顔がリンとしていた。 一戸町

史跡だけあって残りがキレイです。東の郭の奥の堀も見たがったが、ヤブと木により断念．．．。

東の郭も整備して欲しい。
盛岡市

10 月
高橋克彦氏の小説を読み、九戸の戦いに興味をもってきました。 奥州市

はるばる見に来ました。 北海道札幌市

11 月

小さい頃は姉帯に住んでいましたが、ここまで来た事はなかったです。でも、こんなにキレイ

になっているとは．．．。
一戸町

高校時代（福岡高）の同期生に姉帯君という美男子がいたので印象に残っていました。九戸城

の前衛としての山城とはすばらしい！。
八戸市

１月 小鳥谷駅から歩いて 40 分で着きました。春になったら花見に来たいと思います。 一戸町

３月
３回位来ています。何度きてもすばらしい景色です。説明看板の草刈りや枝切り、地元の人た

ちの管理ありがとうございます。
盛岡市
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Ⅵ 一戸町地域伝統技術交流館

１ 施設概要

２ 利用者数

（単位：人）

施設の名称 一戸町地域伝統交流館

主

な

施

設

の

使

用

施 設 内 容 面積(㎡) 主な利用内容

施設住所 岩手県二戸郡一戸町岩舘字馬場平 31-2
伝統技術交流館 283.08

伝統技術の伝承

活動、交流活動設 置 者 一戸町教育委員会

管理委託団体 岩館地区公民館 郷土芸能・伝統

技術用具室
73.92

伝統技術用具の

保管

施設構造

構 造 材 料 鉄骨

階 数 ２階
休憩室・会議室 69.72 体験・休憩・会議

延 床 面 積 616.6 ㎡

竣 工 年 平成 14 年
伝統料理体験室

・実習室
32.76

伝統料理の体験

実習
供用開始年度 平成 14 年度

利用対象 町内郷土芸能保存会等

設置目的 郷土芸能及び伝統技術の伝承活動、体験交流

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計

人数 71 76 59 75 42 51 98 77 60 79 55 24 767
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Ⅶ 一戸町文化財調査報告書一覧

巻 次 報 告 書 名 発行年

第 １ 集 一戸バイパス関係埋蔵文化財調査報告書Ⅰ 1981

第 ２ 集 一戸バイパス関係埋蔵文化財調査報告書Ⅱ 1982

第 ３ 集 一戸町の石造文化財―その１― ―宝篋印塔と五輪塔― 1982

第 ４ 集 一戸バイパス関係埋蔵文化財調査報告書Ⅲ 1983

第 ５ 集 一戸バイパス関係埋蔵文化財調査報告書Ⅳ 1983

第 ６ 集 一戸城跡 ―昭和 57 年度発掘調査概報― 1983

第 ７ 集 上野遺跡 ―昭和 58 年度発掘調査報告書― 1984

第 ８ 集 一戸城跡 ―昭和 58 年度発掘調査概報― 1984

第 ９ 集 一戸町の絵馬 ―西方寺毘沙門堂と小滝稲荷社― 1984

第 10 集 一戸町の石造文化財―その２―　―石塔婆・庚申塔・廿三夜塔― 1985

第 11 集 岩手の歴史と風土 ―昭和 59 年度カルチュア・ユニバーシティ歴史専門講座講義録― 1985

第 12 集 一戸城跡 ―昭和 59 年度発掘調査概報― 1985

第 13 集 上野遺跡 ―昭和 59 年度発掘調査報告書― 1985

第 14 集 いちのへのオシラサマ 1986

第 15 集 一戸城跡 ―昭和 60 年度発掘調査概報― 1986

第 16 集 一戸町の仏像 1986

第 17 集 蒔前 ―岩手県蒔前遺跡出土資料の図録― 1986

第 18 集 上野遺跡・一戸城跡 ―昭和 61 年度一戸遺跡群発掘調査報告書― 1987

第 19 集 オシラサマ ―オシラサマ・シンポジウム記録― 1987

第 20 集 上野遺跡 ―昭和 62 年度一戸遺跡群発掘調査報告書― 1988

第 21 集 鳥越館跡 ―昭和 63 年度一戸遺跡群発掘調査報告書― 1989

第 22 集 一戸の古文書 1989

第 23 集 岩手県北地方の漆蠟 1990

第 24 集 上野遺跡 ―平成元年度一戸遺跡群発掘調査報告書― 1990

第 25 集
一戸町の遺跡（Ⅰ）（一戸地区・西法寺地区・岩館地区・鳥越地区）

―平成２年度一戸遺跡群詳細分布調査報告書―
1991

第 26 集 御所野遺跡 ―平成２年度御所野遺跡発掘調査概報― 1991

第 27 集 北舘遺跡 ―平成２年度発掘調査報告書― 1991

第 28 集
一戸町の遺跡（Ⅱ）（中里地区・月舘地区・出ル町地区・小友地区・女鹿地区）

―平成３年度一戸遺跡群詳細分布調査報告書―
1992

第 29 集 御所野遺跡 ―平成３年度御所野遺跡発掘調査概報― 1992

第 30 集 一戸町の郷土芸能 1992

第 31 集 いちのへの型紙 1992

第 32 集 御所野遺跡Ⅰ ―縄文時代中期の大集落跡― 1993

第 33 集
一戸町の遺跡（Ⅲ）（姉帯地区・面岸地区・根反地区）

―平成４年度一戸遺跡群詳細分布調査報告書―
1993

第 34 集 いちのへの 年中行事 1993

第 35 集
一戸町の遺跡（Ⅳ）（小鳥谷地区・平糠地区・小繋地区）

―平成５年度町内遺跡詳細分布調査報告書―
1994

第 36 集 山井遺跡 ―縄文晩期の包含層― 1995
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巻 次 報 告 書 名 発行年

第 37 集
一戸町の遺跡（Ⅴ）（中山西地区・中山東地区・平糠南地区・宇別地区）

―平成６年度町内遺跡詳細分布調査報告書―
1995

第 38 集
一戸町の遺跡（Ⅵ）（楢山地区・月舘地区・出ル町地区・小友地区・小繋地区）

―平成７年度町内遺跡詳細分布調査報告書―
1996

第 39 集 町内遺跡発掘調査報告書 ―一戸城跡・小井田Ｖ遺跡― 1998

第 40 集 小井田Ｖ遺跡 1999

第 41 集 姉帯城跡 1999

第 42 集 平成 11 年度町内遺跡発掘調査報告書 ―鳥越館跡・蒔前遺跡― 2000

第 43 集 上野遺跡 2001

第 44 集 一戸城跡・川原田平遺跡 ―平成 12 年度町内遺跡発掘調査報告書― 2001

第 45 集 一戸城跡・蒔前遺跡 ―平成 13・14 年度町内遺跡発掘調査報告書― 2003

第 46 集 田中遺跡 2003

第 47 集 いちのへの型紙Ⅱ 2003

第 48 集 御所野遺跡Ⅱ 2004

第 49 集 一戸城跡・御所野遺跡・野里遺跡 ―平成 15 年度町内遺跡発掘調査報告書― 2004

第 50 集 御所野遺跡環境整備事業報告書Ⅰ 2004

第 51 集 国指定天然記念物 藤島のフジ樹勢回復事業報告書 2005

第 52 集 平成 16 年度町内遺跡発掘調査報告書 ―野里遺跡― 2005

第 53 集 御所野遺跡Ⅲ 2006

第 54 集 平成 16、17 年度町内遺跡発掘調査報告書 ―御所野遺跡― 2006

第 55 集 稲荷林遺跡 2006

第 56 集 大平遺跡 2006

第 57 集 東Ⅳ遺跡 2007

第 58 集 野田Ⅰ遺跡 野田宝篋印塔と中世墳墓 2007

第 59 集 奥州街道調査報告書 2007

第 60 集 御所野遺跡環境整備事業報告書Ⅱ 2007

第 61 集 似平Ⅱ遺跡 2008

第 62 集 下地切遺跡・蒔前遺跡・野里遺跡・一戸城跡 ―町内遺跡発掘調査報告書― 2008

第 63 集 野田Ⅱ遺跡 2009

第 64 集 御所野遺跡・馬場平遺跡 ―平成 19・20 年度町内遺跡発掘調査報告書― 2009

第 65 集 奥州街道整備事業報告書（第 1 分冊）・（第 2 分冊 整備活用計画編） 2009

第 66 集
平成 20・21 年度町内遺跡発掘調査報告書

―上野遺跡・下村遺跡・西田子８遺跡・中山家向Ⅱ遺跡―
2010

第 67 集 朴舘家住宅調査報告書 2011

第 68 集 御所野遺跡Ⅳ 2013

第 69 集 一戸の古文書（Ⅱ） 2014

第 70 集 御所野遺跡Ⅴ ―総括報告書― 2015

第 71 集 御所野遺跡環境整備事業報告書Ⅲ ―総括報告書― 2017

第 72 集 朴舘遺跡 ―平成 27・28 年度町内遺跡発掘調査報告書― 2017

第 73 集 小繫Ⅱ遺跡 2018

第 74 集 馬場平遺跡・蒔前遺跡 ―平成 28・30 年度町内遺跡発掘調査報告書― 2019

第 75 集 越田橋遺跡 2020
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Ⅷ 組織と職員体制

１ 組織図

２ 職員名簿

(令和３年４月１日現在) 

所 属 職 名 氏 名 担当分野

一戸町教育委員会

℡:0195-33-2111
教 育 長 中 嶋 敦 ―

生涯学習課

℡:0195-33-2111

課 長 上 里 透 総 括

課長補佐・文化財係長（兼） 山 田 晃 一 般 文 化 財

世界遺産登録推進室

℡:0195-32-2652

室 長 平 野 克 己 総 括

室長補佐 久保田 太 一 管 理 ・ 事 業

文化財主任 菅 野 紀 子 調 査 研 究

発掘調査員
出 町 拓 也

埋 蔵 文 化 財
久保田 滋 子

一戸町文化財調査専門委員

7 名
一戸町教育委員会

世界遺産登録推進室

室 長 平　野　克　己

室 長 補 佐 久保田　太　一

文化財主任 菅　野　紀　子

発掘調査員 出　町　拓　也

久保田　滋　子

御所野縄文博物館

（指定管理者:いちのへ文化・芸術 NPO）

館 長 高　田　和　徳

嘱 託 職 員 中　市　日女子

正 職 員 木　村　由美子

松　田　真美子

鈴　木　雪　野

後　藤　宗一郎

　峠　　友　香

田　頭　　　忍

臨 時 職 員 千　葉　愛　美

学校教育課

教 育 長 中 嶋 敦

生涯学習課

課 長 上 里 透

課長補佐・文化財係長（兼） 山 田 晃
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